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(57)【要約】
　干渉信号を処理する方法であって、特定時間-周波数
リソースで隣接セルの周期的なスケジューリング構成情
報を取得するために基地局により伝送された構成情報を
、端末により、受信するステップと、上記スケジューリ
ング構成情報によって隣接セルの干渉信号を、上記端末
により、検出し、上記干渉信号に対する情報を取得する
ステップと、また上記干渉信号に対する情報にしたがっ
て上記検出された干渉信号上での干渉除去及び/または
干渉抑制を、上記端末により、実行するステップとを含
む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　干渉信号を処理する方法であって、
　特定時間－周波数リソースで隣接セルの周期的なスケジューリング構成情報を取得する
ために基地局により伝送された構成情報を、端末により、受信するステップと、
　前記スケジューリング構成情報によって隣接セルの干渉信号を、前記端末により、検出
し、前記干渉信号に対する情報を取得するステップと、
　前記干渉信号に対する情報にしたがって前記検出された干渉信号における干渉除去及び
／または干渉抑制を、前記端末により、実行するステップと、
を含むことを特徴とする干渉信号を処理する方法。
【請求項２】
　前記特定時間－周波数リソースは、特定サブフレームリソース及び／または特定リソー
スブロックリソースを含むことを特徴とする請求項１に記載の干渉信号を処理する方法。
【請求項３】
　複数の隣接セルの前記特定時間－周波数リソースは、同一であるかまたは相異なること
であることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の干渉信号を処理する方法。
【請求項４】
　前記周期的なスケジューリング構成情報は、予め設定された範囲内で下記の構成情報、
すなわち変調方式、伝送モード、ランクインジケータ、プレコーディングマトリックスイ
ンジケータ、ＵＥ－特定復調参照シンボル及びダウンリンク伝送電力のうちの一つまたは
複数を制限するための周期的に反復される制限スケジューリング情報であることを特徴と
する請求項１に記載の干渉信号を処理する方法。
【請求項５】
　基地局により伝送された構成情報を端末により受信する動作は、前記構成情報を読み出
すために基地局により伝送された無線リソース構成（ＲＲＣ）メッセージまたは放送シグ
ナリングを端末により受信する動作を含むことを特徴とする請求項１に記載の干渉信号を
処理する方法。
【請求項６】
　前記端末は、下記の方式、すなわちビットマップ、開始サブフレームオフセット、また
は開始リソースブロック番号のうちの任意の一つで特定時間－周波数リソースを識別する
ことを特徴とする請求項５に記載の干渉信号を処理する方法。
【請求項７】
　基地局が、端末に対して、前記特定時間－周波数リソース上の隣接セルの周期的スケジ
ューリング構成情報を選択するように干渉信号を処理する能力を、前記端末によって、前
記基地局に伝送する動作をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の干渉信号を処理
する方法。
【請求項８】
　干渉信号を処理するネットワークアシスト方法であって、
　ある一つのセルに対して第１の特定時間－周波数リソースで周期的なスケジューリング
構成情報を基地局により構成し、前記第１の特定時間－周波数リソースで周期的なスケジ
ューリング構成情報を隣接基地局に伝送し、前記隣接基地局により送信された第２の特定
時間－周波数リソースで周期的なスケジューリング構成情報を受信するステップと、
　前記第２の特定時間－周波数リソースで隣接セルの周期的なスケジューリング構成情報
を前記基地局により端末に伝送するステップと、
　前記基地局により、前記第１の特定時間－周波数リソースでデータを前記スケジューリ
ング構成情報にしたがって前記端末に伝送するステップと、
を含むことを特徴とする干渉信号を処理するネットワークアシスト方法。
【請求項９】
　前記特定時間－周波数リソースは、特定サブフレームリソース及び／または特定リソー
スブロックリソースを含むことを特徴とする請求項８に記載の干渉信号を処理するネット
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ワークアシスト方法。
【請求項１０】
　複数の隣接セルの前記第２の特定時間－周波数リソースは、同一であるかまたは相異な
り、前記第１の特定時間－周波数リソースは、前記第２の特定時間－周波数リソースと同
一であるかまたは相異なることであることを特徴とする請求項８または請求項９に記載の
干渉信号を処理するネットワークアシスト方法。
【請求項１１】
　前記周期的なスケジューリング構成情報は、予め設定された範囲内で下記の構成情報、
すなわち変調方式、伝送モード、ランクインジケータ、プレコーディングマトリックスイ
ンジケータ、ＵＥ－特定復調参照シンボル及びダウンリンク伝送電力のうちの一つまたは
複数を制限するための周期的に反復される制限スケジューリング情報であることを特徴と
する請求項８に記載の干渉信号を処理するネットワークアシスト方法。
【請求項１２】
　第２の特定時間－周波数リソース上で隣接セルの周期的スケジューリング構成情報を基
地局により送信する動作は、無線リソース構成（ＲＲＣ）メッセージまたは放送シグナリ
ングを通して前記第２の特定時間－周波数リソース上のスケジューリング構成情報を、端
末に、前記基地局により伝送する動作を含むことを特徴とする請求項８に記載の干渉信号
を処理するネットワークアシスト方法。
【請求項１３】
　前記基地局は下記の方式、すなわちビットマップ、開始サブフレームオフセット、また
は開始リソースブロック番号のうちの任意の一つで前記第２の特定時間－周波数リソース
を表示することを特徴とする請求項１２に記載の干渉信号を処理するネットワークアシス
ト方法。
【請求項１４】
　前記端末により伝送された干渉信号を処理する能力を前記基地局により受信し、前記処
理する能力にしたがって前記第２の特定時間－周波数リソース上の隣接セルの周期的スケ
ジューリング構成情報を、前記端末に対して選択するステップをさらに含むことを特徴と
する請求項１２に記載の干渉信号を処理するネットワークアシスト方法。
【請求項１５】
　前記第２の特定時間－周波数リソース上で隣接セルの周期的スケジューリング構成情報
を前記基地局により送信する動作は、前記第２の特定時間－周波数リソースの一部または
全部の上で、隣接セルの周期的スケジューリング構成情報を前記基地局により端末に送信
する動作を含むことを特徴とする請求項８に記載の干渉信号を処理するネットワークアシ
スト方法。
【請求項１６】
　受信モジュール、検出モジュール及び処理モジュールを含む端末装置であって、
　前記受信モジュールは、特定の時間－周波数リソースで隣接セルの周期的なスケジュー
リング構成情報を取得するために基地局により伝送された構成情報を受信するように構成
され、
　前記検出モジュールは、前記スケジューリング構成情報によって隣接セルの干渉信号を
検出し、前記干渉信号に対する情報を取得するように構成され、
　前記処理モジュールは、前記干渉信号に対する情報を用いて、前記検出された干渉信号
に対する干渉除去及び／または干渉抑制を実行するように構成されることを特徴とする端
末装置。
【請求項１７】
　リソース構成モジュール、受信モジュール及び送信モジュールを含む基地局装置であっ
て、
　前記リソース構成モジュールは、ある一つのセルに対して第１の特定時間－周波数リソ
ース上における周期的なスケジューリング構成情報を構成するように構成され、
　前記受信モジュールは、隣接基地局により送信された第２の特定時間－周波数リソース
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上における周期的なスケジューリング構成情報を受信するように構成され、
　前記送信モジュールは、前記第２の特定時間－周波数リソース上における隣接セルの周
期的なスケジューリング構成情報を端末に伝送し、前記第１の特定時間－周波数リソース
上で、データを前記スケジューリング構成情報にしたがって前記端末に伝送するように構
成されることを特徴とする基地局装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信技術分野に関し、特に干渉信号(interference signal)を処理する
ための方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　移動通信技術の継続的な発展と共に、システム観点での全体的な伝送速度は急激に増加
している。しかし隣接セルからの干渉がより大きくなることによって、セル周辺部でのユ
ーザ装置（ＵＥ）の性能は大きく向上することは難しい。これはまたデータ伝送速度の増
加に対する障害になっている。ＬＴＥ技術分野において、現在３ＧＰＰ機構により論議さ
れている数多くの研究は、周辺部ＵＥの性能の向上に関連して、例えば、多地点協調(coo
rdinated multipoint transmission：ＣｏＭＰ)、次世代型セル間干渉除去(enhanced int
er-cell interference　cancellation：ｅＩＣＩＣ、ほとんど空のサブフレーム(ABS）の
ような)、ネットワークアシスト干渉除去及び/または抑制(network-assisted interferen
ce cancellation and/or suppression：ＮＡＩＣＳ）に基づく受信器などに関することで
ある。ＮＡＩＣＳ受信器は、ＵＥ側面で主に具現され、ＵＥはこのような干渉信号を除去
し、そのセル周辺部ＵＥの性能を向上させるという目的を達成するために、一つまたは複
数の干渉が大きいセルにより伝送された信号を検出する。
【０００３】
　現在３ＧＰＰ機構により論議されて研究されているＮＡＩＣＳ受信器は、多様な方向性
を指向している。しかし、受信器の具現の複雑性と性能利得間の妥協を勘案すると、製造
業者は干渉符号レベル検出の方に傾けられている。例えば、専門家グループＲＡＮ４の全
製造業者によりその性能利得が確認された、符号レベル最大可能性(symbol level maximu
m likelihood：ＳＬＭＬ)受信器及び符号レベル干渉除去(symbol level interference ca
ncellation：ＳＬＩＣ)受信器は、リリース１２で最も高い開発潜在力を有するＮＡＩＣ
Ｓ受信器解決方式となってきた。
【０００４】
　このようなＮＡＩＣＳ受信器解決方式において、隣接セルの干渉信号は、ＵＥがその隣
接セルに対して関連情報を取得した後のみに検出されることができる。このような情報は
、主に下記の２種類に分類される：一類型は、静的スケジューリング情報、すなわち、あ
る時間周期内では変わらないパラメータであり、例えば、制御フォーマットインジケータ
(control format indicator：ＣＦＩ)、マルチメディア放送マルチキャストサービス単一
周波数ネットワーク(multimedia broadcast multicast service single frequency netwo
rk：ＭＢＳＦＮ)構成、セル-特定の参照信号(cell-specific reference signal：ＣＲＳ
）構成、チャンネル状態情報参照信号(channel state information reference signal：
ＣＳＩ－ＲＳ）構成、システム帯域幅、セル識別(cell identity：ＩＤ)、ダウンリンク
伝送電力割当と関連付けられるセル-特定のパラメータ(P_B)などであり、他の類型は、動
的スケジューリング情報、すなわち、各サブフレームで変わる可能性があるパラメータで
あり、例えば、変調及びコーディング方式(modulation and coding scheme：ＭＣＳ）、
伝送モード(ＴＭ)、ランクインジケータ(rank indicator：ＲＩ)、プレコーディングマト
リックスインジケータ(precoding　matrix indicator：ＰＭＩ)、ダウンリンク伝送電力
割当と関連付けられるＵＥ－特定のパラメータＰ_Ａ、及び物理的ダウンリンク共有チャ
ンネル(physical downlink shared channel：ＰＤＳＣＨ）の割当情報などである。
【０００５】
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　前述した動的スケジューリング情報は、ＬＴＥ標準で下記のように記述されている：
　ａ）１０個の伝送モードがＬＴＥ標準リリース１１で列挙されている。
　-伝送モード１：eNodeBの単一アンテナポートを通した伝送;
　-伝送モード２：送信ダイバーシティ(transmission diversity);
　-伝送モード３：開ループ型空間的マルチプレキシング(open-loop spatial multiplexi
ng);
　-伝送モード４：閉ループ型空間的マルチプレキシング(closed-loop spatial multiple
xing);
　-伝送モード５：マルチ-ユーザ多重入力多重出力(MU-MIMO);
　-伝送モード６：ランク１での閉ループ型空間的マルチプレキシング;
　-伝送モード７：ＵＥ－固有の参照信号(単一アンテナポート）を利用する伝送;
　-伝送モード８：ＵＥ－固有の参照信号(二以下のアンテナポート）を利用する伝送;
　-伝送モード９：ＵＥ－固有の参照信号(８個以下のアンテナポート）を利用する伝送;
　-伝送モード１０：ＵＥ－固有の参照信号(ＣｏＭＰ伝送のための）を利用する伝送;
【０００６】
　ｂ）上記した標準で定義された３２種類のＭＣＳ（ＭＣＳ０、ＭＣＳ１、…、ＭＣＳ３
１）が存在し、ここで、ＭＣＳ０－ＭＣＳ９は、ＱＰＳＫ伝送を表し、ＭＣＳ１０－ＭＣ
Ｓ１６は、１６ＱＡＭ伝送を表し、ＭＣＳ１７－ＭＣＳ２８は、１６ＱＡＭ伝送を表し、
またＭＣＳ２９－ＭＣＳ３１は、再伝送のために使用される。
【０００７】
　ｃ）ＲＩ及びＰＭＩに対しては、８階層までの伝送が現在の標準でサポートされる。特
に、２－アンテナポート伝送に対して、ＲＩ＝１に対しては、ＰＭＩ＝｛０、１、２、３
｝であり、またＲＩ＝２に対してはＰＭＩ＝｛１、２｝である。４－アンテナポート伝送
に対しては、ＲＩは｛１、２、３、４｝であり得て、また１６種類の選択的なＰＭＩ、す
なわち、ＰＭＩ＝｛０、１、２、…、１５｝が存在する。
【０００８】
　ｄ）パラメータＰ＿Ａに対しては、標準に定義された８個の選択的な値｛－６ｄＢ、－
４.７７ｄＢ、－３ｄＢ、－１.７７ｄＢ、０ｄＢ、１ｄＢ、２ｄＢ、３ｄＢ｝が存在する
。
【０００９】
　ＮＡＩＳ標準化が進展するにつれ、３ＧＰＰ専門家グループＲＡＮ１及びＲＡＮ４は、
大部分動的スケジューリング情報をＵＥがどのように取得するかに対する二つの解決策に
傾けられている：
【００１０】
　ａ）一解決策は、動的シグナリングインジケータを使用することである。この解決策は
、ＵＥ具現の複雑度が低いという長所を有するが、シグナリングオーバーヘッドが非常に
大きく、基地局が多量のリアルタイム情報を交換する必要があるという短所を有する；
【００１１】
　ｂ）他の解決策は、完全にＵＥその自体によりこのような動的パラメータを取得するた
めにブラインド検出(blind detection）を実行することである。この解決策は、付加的な
シグナリングオーバーヘッドを引き起こさないが、多くのブラインド検出パラメータの組
合を有する高いＵＥ具現の複雑性を要求する。
【００１２】
　このような動的パラメータが付加的なシグナリングオーバーヘッド無しでブラインド方
式で検出される解決策は、ＵＥ具現の複雑度がきわめて高く、ブラインド方式で検出され
る複数のパラメータ組合(パラメータの組合の量は、変調コンステレーション (modulatio
n constellation）の全体数に対して少なくとも指数であり、ここでその指数はＲＩ及び
ＰＭＩ組合の数である）が存在するという短所を有する。
【００１３】
　付加的に、このような動的パラメータがある値を有して構成される時、例えば、その干
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渉が６４ＱＡＭのような高い次数の変調方式を有するマルチレイヤの伝送である場合、Ｎ
ＡＩＣＳ受信器は、良好な干渉信号のブラインド検出性能及び干渉除去/抑制性能を達成
できない。
【００１４】
　したがって、ＮＡＩＣＳ受信器は、良好な干渉信号のブラインド検出性能及び干渉除去
/抑制性能を達成できないという問題を解決するための効果的な技術的解決策の提供を必
要とする。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　本発明の目的は、前述した技術的問題点のうち少なくとも一つを解消することである。
特に、ＵＥは、サービング基地局の構成情報を読み出すことによって、特定の時間-周波
数リソース上での隣接セルの干渉信号に対するスケジューリング構成情報を取得し、これ
によってＮＡＩＣＳ受信器の干渉信号のブラインド検出性能及び干渉除去/抑制性能を向
上させる。
【００１６】
　このような理由で、本発明の主な目的は、隣接基地局の干渉信号に対する情報を検出す
る際に、ＵＥの正確性を向上させることによって、干渉信号が除去/抑制され、チャンネ
ル情報の正確性と有用な信号の復調の正確性が向上し、したがって、セル周辺部ＵＥのデ
ータ伝送スループットが増加する。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　前述した目的を達成するために、本発明の一態様は、特定時間-周波数リソースでの隣
接セルの周期的なスケジューリング構成情報を取得するために基地局により伝送された構
成情報を、端末により、受信するステップと、上記スケジューリング構成情報によって隣
接セルの干渉信号を、上記端末により、検出し、また上記干渉信号に対する情報を取得す
るステップと、上記干渉信号に対する情報にしたがって上記検出された干渉信号に対する
干渉除去及び/または干渉抑制を、上記端末により、実行するステップとを含む、干渉信
号を処理する方法を提供する。
【００１８】
　本発明の他の態様は、干渉信号を処理するネットワークアシストの方法を提供するが、
上記方法は、第１の特定時間-周波数リソースでの周期的なスケジューリング構成情報を
、基地局により、ある一つのセルに対して構成し、上記第１の特定時間-周波数リソース
で周期的なスケジューリング構成情報を隣接基地局に伝送し、上記隣接基地局により送信
された第２の特定時間-周波数リソースでの周期的なスケジューリング構成情報を受信す
るステップと、上記第２の特定時間-周波数リソースで隣接セルの周期的なスケジューリ
ング構成情報を、上記基地局により、端末に伝送するステップと、上記基地局により、上
記第１の特定時間-周波数リソースでデータを上記スケジューリング構成情報にしたがっ
て上記端末に伝送するステップとを含む。
【００１９】
　本発明の他の態様は、受信モジュール、検出モジュール及び処理(プロセシング)モジュ
ールを含む端末装置を提供するが、上記受信モジュールは、特定の時間-周波数リソース
で隣接セルの周期的なスケジューリング構成情報を取得するために基地局により伝送され
た構成情報を受信するように構成され、上記検出モジュールは、上記スケジューリング構
成情報によって隣接セルの干渉信号を検出し、上記干渉信号に対する情報を取得するよう
に構成され、上記処理モジュールは、上記干渉信号に対する情報を用いて、上記検出され
た干渉信号上での干渉除去及び/または干渉抑制を実行するように構成される。
【００２０】
　本発明の他の態様は、リソース構成モジュール、受信モジュール及び送信モジュールを
含む基地局装置を提供するが、上記リソース構成モジュールは、ある一つのセルに対して
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第１の特定時間-周波数リソースに対する周期的なスケジューリング構成情報を構成する
ように構成され、上記受信モジュールは、上記隣接基地局により送信された第２の特定時
間-周波数リソースに対する周期的なスケジューリング構成情報を受信するように構成さ
れ、上記送信モジュールは、上記第２の特定時間-周波数リソースでの隣接セルの周期的
なスケジューリング構成情報を端末に伝送し、上記第１の特定時間-周波数リソースでデ
ータを上記スケジューリング構成情報にしたがって上記端末に伝送するように構成される
。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明により提供される前記した解決策によれば、サービング基地局の構成情報を読み
出すことによって、端末は、特定の時間-周波数リソースでの隣接基地局の干渉信号に対
するスケジューリング構成情報を取得し、隣接セルの上記取得されたスケジューリング構
成情報によって、端末は、上記隣接セルの干渉信号に対する情報を検出及び識別すること
で、干渉信号に対する除去及び/または抑制を効果的に実行する。本発明により提供され
る前記した解決策によれば、隣接基地局の干渉信号に対する情報を検出する際にＵＥの正
確性が向上し、従って、干渉信号が除去及び/または抑制されることができ、チャンネル
情報の検出正確度及び有用な信号の復調の正確性が向上し、またセル周辺部のＵＥのデー
タ伝送スループットが増加する。さらに、本発明により提供される前記した解決策によれ
ば、既存のシステムに対してほとんど変更されないため、システムの互換性が影響を受け
ることなく、その具現が簡単かつ効率的である。
【００２２】
　本発明の付加的な態様と利点は、後述する詳細な説明で記述される。このような態様と
利点は、下記の説明または本発明の実施から理解される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
　本発明の前述した及び/または追加的な態様と利点は、添付図面と実施形態に対する下
記の説明から明白に理解される。
【図１】本発明の一実施形態による端末側面での干渉信号を処理するための方法のフロー
チャート図である。
【図２】本発明の他の実施形態による干渉信号を処理するための方法における基地局によ
り使用される同一の特定時間-周波数リソース(サブフレーム）の分割に対する概略的な図
である。
【図３】本発明の他の実施形態による干渉信号を処理するための方法における基地局によ
り使用される相異なる特定時間-周波数リソース(サブフレーム）の分割に対する概略的な
図である。
【図４】本発明の他の実施形態による干渉信号を処理するための方法における基地局によ
り使用される同一の特定時間－周波数リソース（ＲＢ）の分割に対する概略的な図である
。
【図５】本発明の他の実施形態による干渉信号を処理するための方法における基地局によ
り使用される相異なる特定時間－周波数リソース（ＲＢ）の分割に対する概略的な図であ
る。
【図６】本発明の他の実施形態による基地局側面での干渉信号を処理するために端末をサ
ポートするための方法のフローチャートである。
【図７】本発明の他の実施形態による干渉信号を処理するための方法におけるセルとユー
ザの分布図である。
【図８】本発明の一実施形態による端末装置の構成図である。
【図９】本発明の一実施形態による基地局装置の構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下で本発明の実施形態を詳細に記述する。実施形態の例が添付図面に例示されている
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が、類似または同一の参照記号は、その図面全体にかけて類似または同一の機能を有する
類似または同一の構成要素を示す。図面を参照して記述された実施形態は、本発明を説明
するためだけであって、本発明に対する限定として解析されてはならない。
【００２５】
　本発明の目的を具現するために、本発明の一実施形態は、特定の時間-周波数リソース
で隣接セルの周期的なスケジューリング構成情報を取得するために基地局により伝送され
た構成情報を、端末により受信するステップと、上記スケジューリング構成情報によって
隣接セルの干渉信号を上記端末により検出し、上記干渉信号に対する情報を取得するステ
ップと、上記干渉信号に対する情報にしたがって上記検出された干渉信号に対する干渉除
去及び/または干渉抑制を上記端末により実行するステップとを含む、干渉信号を処理す
る方法を提供する。
【００２６】
　本発明により提供される前記した解決策によれば、サービング基地局の構成情報を読む
ことによって、端末は、特定の時間-周波数での隣接基地局の干渉信号に対するスケジュ
ーリング構成情報を取得し、隣接セルの上記取得されたスケジューリング構成情報によっ
て、端末は、上記隣接セルの干渉信号に対する情報を検出及び識別することで干渉信号に
対する除去及び/または抑制を効果的に実行する。
【００２７】
　図１に示されるように、本発明の一実施形態による端末側面での干渉信号を処理するた
めの、下記の過程を含む方法のフローチャートが図示される。
【００２８】
　Ｓ１１０：端末は、特定の時間-周波数リソースで隣接セルの周期的なスケジューリン
グ構成情報を取得するために基地局により送信される構成情報を受信する。
【００２９】
　ステップＳ１１０で、端末は、その端末に対してサービング基地局により構成された構
成情報を放送シグナリングまたは無線リソース構成(radio resource configuration：Ｒ
ＲＣ)メッセージによって読み出す。
【００３０】
　ステップＳ１１０で、“隣接セル(neighbor cell)”は、ＵＥにより干渉信号が検出さ
れる一つまたは複数の隣接セルを参照する。“特定時間-周波数リソース(specific time-
frequency resource)”は、特に予約されたサブフレーム（ＳＦ）及びリソースブロック(
ＲＢ）を参照する。特定時間-周波数リソース上で、ＵＥは隣接セルの所定のスケジュー
リング構成情報内で隣接セルの干渉情報を検出することが必要である。
【００３１】
　本発明の一実施形態において、特定時間-周波数リソースの構成方法は、各基地局に対
して同一の時間ドメインリソースを構成することである。
【００３２】
　図２に図示されるように、本発明の他の実施形態による干渉信号を処理するための方法
における基地局により使用される同一の特定時間-周波数リソース(サブフレーム）の分割
に対する概略的な図面が示される。図２を参照して下記で説明する。
【００３３】
　三個のセルを例にすると、その三個のセルは、それぞれのサブフレームセット（Ｓ１＿
ａｆｓ、Ｓ２＿ａｆｓ及びＳ３＿ａｆｓ）で構成され、そのサブフレームセット（Ｓ１＿
ａｆｓ、Ｓ２＿ａｆｓ及びＳ３＿ａｆｓ）を特定サブフレームリソースとして使用する。
ここで、Ｓ１＿ａｆｓ、Ｓ２＿ａｆｓ及びＳ３＿ａｆｓは完全に同一である。
【００３４】
　本発明の一実施形態で、特定時間-周波数リソースの他の構成方法は、各基地局に対し
て相異なる時間ドメインリソースを構成することである。
【００３５】
　図３に図示されるように、本発明の他の実施形態による干渉信号を処理するための方法
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における基地局により使用される相異なる特定時間-周波数リソース(サブフレーム）の分
割に対する概略的な図面が示される。後述する説明は図３を参照して提供される。
【００３６】
　三個のセルを例にすると、その三個のセルは、それぞれのサブフレームセット（Ｓ１＿
ａｆｓ、Ｓ２＿ａｆｓ及びＳ３＿ａｆｓ）で構成され、そのサブフレームセット（Ｓ１＿
ａｆｓ、Ｓ２＿ａｆｓ及びＳ３＿ａｆｓ）を特定サブフレームリソースとして使用する。
ここで、Ｓ１＿ａｆｓ、Ｓ２＿ａｆｓ及びＳ３＿ａｆｓは完全に同一ではない。
【００３７】
　本発明の一実施形態で、特定時間-周波数リソースの他の構成方法は、各基地局に対し
て同一の周波数ドメインリソースを構成することである。
【００３８】
　図４に図示されるように、本発明の他の実施形態による干渉信号を処理するための方法
において、基地局により使用される同一の特定時間-周波数リソース(ＲＢs）の分割に対
する概略的な図面が示される。後述する説明は図４を参照して提供される。
【００３９】
　三個のセルを例にすると、その三個のセルは、それぞれのＲＢセット（Ｒ１＿ａｆｓ、
Ｒ２＿ａｆｓ及びＲ３＿ａｆｓ）で構成され、またそのＲＢセット（Ｒ１＿ａｆｓ、Ｒ２
＿ａｆｓ及びＲ３＿ａｆｓ）を特定ＲＢリソースとして使用する。ここで、Ｒ１＿ａｆｓ
、Ｒ２＿ａｆｓ及びＲ３＿ａｆｓは、完全に同一である。
【００４０】
　本発明の一実施形態で、特定時間-周波数リソースの他の構成方法は、各基地局に対し
て相異なる周波数ドメインリソースを構成することである。
【００４１】
　図５に図示されるように、本発明の他の実施形態による干渉信号を処理するための方法
において、基地局により使用される相異なる特定時間-周波数リソース(ＲＢs）の分割に
対する概略的な図面が示される。後述する説明は図５を参照して提供される。
【００４２】
　三個のセルを例にすると、その三個のセルは、それぞれのＲＢセット（Ｒ１＿ａｆｓ、
Ｒ２＿ａｆｓ及びＲ３＿ａｆｓ）で構成され、またそのＲＢセット（Ｒ１＿ａｆｓ、Ｒ２
＿ａｆｓ及びＲ３＿ａｆｓ）を特定ＲＢリソースとして使用する。ここで、Ｒ１＿ａｆｓ
、Ｒ２＿ａｆｓ及びＲ３＿ａｆｓは完全に同ではない。
【００４３】
　本発明の一実施形態において、周期的なスケジューリング構成情報は、予め設定された
範囲で、次のような構成情報のうちの一つまたは複数を制約するための周期的に反復され
る制限スケジューリング(constraint scheduling)情報である。すなわち、変調方式、伝
送モード、ランクインジケータ(rank indicator)、プレコーディングマトリックスインジ
ケータ(precoding matrix indicator)、ＵＥ－特定の復調参照シンボル及びダウンリンク
伝送電力である。
【００４４】
　特に、この過程で、スケジューリング構成情報は、隣接セルが特定時間-周波数リソー
ス上のみで制限スケジューリングを実行できるということを言及する。すなわち、スケジ
ューラ(scheduler）は、特定時間-周波数リソース上で予め設定された範囲内で変調方式
、伝送モード、ランクインジケータ、プレコーディングマトリックスインジケータ、ＵＥ
－特定の復調参照シンボル及びダウンリンク伝送電力などを使用できる。
【００４５】
　この過程で、制限スケジューリングにより予め設定された範囲内で制限された変調方式
は、基地局が低レベル変調方式、例えば、ＱＰＳＫ及び１６ＱＡＭで特定時間-周波数リ
ソース上でスケジューリングを実行する必要があることを表す。
【００４６】
　この過程で、制限スケジューリングにより予め設定された範囲内で制限された伝送方式
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は、基地局が通信標準で既に定義された一つまたは複数の特定の伝送モード、例えば、Ｔ
Ｍ４及びＴＭ３で特定時間-周波数リソース上でスケジューリングを実行する必要がある
ということを表す。
【００４７】
　この過程で、制限スケジューリングにより予め設定された範囲内で制限されたランクイ
ンジケータは、基地局がより低いランク、例えば、ＲＩ＝１を用いて特定時間-周波数リ
ソースでスケジューリングを実行する必要があるということを表す。
【００４８】
　この過程で、制限スケジューリングにより予め設定された範囲内で制限されたプレコー
ディングマトリックスインジケータは、プレコーディングのための制限された選択の範囲
、例えば、４個の送信アンテナポートを有するシステムでＰＭＩ＝｛１、５、９、１３｝
を示す。
【００４９】
　この過程で、制限スケジューリングにより予め設定された範囲内で制限された特定の復
調参照シンボルは、ＵＥ－特定の変調参照シンボルシーケンスに対して制限された選択の
範囲を示し、例えば、ｎ＿ＳＣＩＤは０であるか、またはそのポート数はＴＭ９で７であ
る。
【００５０】
　この過程で、上記制限スケジューリングにより予め設定された範囲内で制限された伝送
電力は、基地局がより高い伝送電力を使用して特定時間-周波数リソース上でスケジュー
リングを実行する必要があること、例えば、ダウンリンク伝送電力と関連付けられるパラ
メータＰＡは＋３ｄＢとして設定されるということを表す。
【００５１】
　ステップＳ１１０で、また、端末は、該当する特定時間-周波数リソース情報と特定の
スケジューリング構成情報をその端末に対して構成するか否かを基地局が判定するように
、またはその基地局が端末に対して適切な特定時間-周波数リソース情報と特定スケジュ
ーリング構成情報を選択及び構成するように、干渉信号を処理する自分の能力を基地局に
報告することもできる。例えば、端末は、一つまたは複数の伝送モード、例えば、ＴＭ３
及びＴＭ４で干渉検出をサポートするか否かを報告するか、または、端末はそれが一つま
たは複数の伝送モード、例えば、６４ＱＡＭまたは１６ＱＡＭで干渉検出をサポートする
か否かを報告するか、または、端末はそれがＲＩ＝２で干渉検出をサポートするか否かな
どを報告することもできる。基地局は、干渉信号を処理するための端末の能力にしたがっ
て、特定時間－周波数リソース上で隣接セルの符合する周期的スケジューリング構成情報
を選択し、したがって、端末は干渉信号をより良好に処理する。
【００５２】
　本発明の一実施形態で、制限スケジューリング情報の構成方法は、各基地局に対して同
一の制限スケジューリング情報を構成することである。予約されたサブフレームセットで
各基地局のスケジューリングは下記の条件を満足する：
　低レベル変調方式で、選択的な変調方法のセットは｛ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ｝であり、
　選択的な伝送モードのセットは｛ＴＭ４、ＴＭ３｝であり、
　より低いランクを利用することによって、選択的なＲＩのセットは｛ＲＩ＝１｝であり
、
　例えば、４個の送信アンテナポートを有するシステムで予め設定された範囲内でプレコ
ーディングを使用することによって、選択的なＰＭＩのセットは｛１、５、９、１３｝で
あり、また
　より高い伝送電力を使用することによって、ダウンリンク伝送電力と関連付けられるパ
ラメータＰＡの選択の範囲は｛２ｄＢ、３ｄＢ｝である。
【００５３】
　本発明の実施形態で、制限されたスケジューリング情報の他の構成方法は、各基地局に
対して相異なる制限されたスケジューリング情報を構成することである。二つの基地局を
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例にすると、予約されたサブフレームセットで最初の基地局のスケジューリングは下記の
条件を満足させる：
　低レベル変調方式で、選択的な変調方法のセットは｛ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ｝であり、
　選択的な伝送モードのセットは｛ＴＭ４、ＴＭ３｝であり、
　より低いランクを利用することによって、選択的なＲＩのセットは｛ＲＩ＝１｝であり
、
　例えば、４個の送信アンテナポートを有するシステムで予め設定された範囲内でのプレ
コーディングを使用することによって、選択的なＰＭＩのセットは｛１、５、９、１３｝
であり、また
　より高い伝送電力を使用することによって、ダウンリンク伝送電力と関連付けられるパ
ラメータＰＡの選択の範囲は｛２ｄＢ、３ｄＢ｝である。
【００５４】
　予約されたサブフレームセットで第２の目基地局のスケジューリングは下記の条件を満
足させる：
　低レベル変調方式で、選択的な変調方法のセットは｛ＱＰＳＫ｝であり、
　選択的な伝送モードのセットは｛ＴＭ４｝であり、
　より低いランクを利用することによって、選択的なＲＩのセットは{ＲＩ＝１}であり、
　例えば、４個の送信アンテナポートを有するシステムで予め設定された範囲内でのプレ
コーディングを使用することによって、選択的なＰＭＩのセットは｛１、５、９、１３｝
であり、また
　より高い伝送電力を使用することによって、ダウンリンク伝送電力と関連付けられるパ
ラメータＰＡの選択の範囲は｛３ｄＢ｝である。
【００５５】
　本発明の一実施形態において、端末は下記の方式のうちの任意の一つで特定の時間-周
波数リソースを識別する。すなわち、ビットマップ、開始サブフレームオフセット、また
は開始リソースブロック番号である。
【００５６】
　特に、特定の時間-周波数リソースに対する一指示方法は、ビットマップ方式で時間周
期内で予約を表示することである。例えば、４０ｍｓ周期内で各サブフレームの構成に該
当する４０ビットが使用される。該当するビットが１であれば、そのサブフレームは特定
のサブフレームリソースであることが指示され、該当するビットが０であれば、そのサブ
フレームは、非-特定サブフレームリソース、すなわち共通サブフレームリソースである
ことが指示される。例えば、ビットマップは、既存のｅＩＣＩＣ／ＦｅＩＣＩＣ技術でＡ
ＢＳサブフレームを構成するための方法で言及されることもできる。
【００５７】
　特に、特定の時間-周波数リソースに対する他の指示方法は、開始サブフレームオフセ
ット、特定サブフレームの数、及びサイクル長さにより時間周期内で予約を表示すること
である。例えば、サイクル長さが４０ｍｓであり、開始サブフレームオフセットは０であ
り、また特定サブフレームの数が３であれば、サブフレーム０、１及び２は毎４０ｍｓサ
イクル内で特定のサブフレームリソースであり、他のサブフレーム３、４、…、３９は、
非-特定サブフレームリソース、すなわち共通サブフレームリソースであることが指示さ
れる。
【００５８】
　特に、特定の時間-周波数リソースに対する他の指示方法は、ビットマップ方式でシス
テムの帯域幅内で各ＲＢの予約を表示することである。例えば、１０Ｍのシステム帯域幅
が各々５０ＲＢの構成に該当する５０ビットの情報を使用し、上記該当するビットが１で
あれば、そのＲＢは、特定のＲＢリソースであることが指示され、該当するビットが０で
あれば、そのＲＢは、非－特定ＲＢリソース、すなわち共通ＲＢリソースであることが指
示される。
【００５９】
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　特に、特定の時間-周波数リソースに対する他の指示方法は、開始ＲＢ番号及び特定Ｒ
Ｂの数によりシステム帯域幅内で予約を表示することである。例えば、１０Ｍのシステム
帯域幅内で開始ＲＢ番号が０であり、また特定ＲＢの数が５であれば、そのシステムの５
０ＲＢのうちのＲＢ　 ０、１、２、３及び４は、特定ＲＢリソースであり、他のＲＢ　
５、６、…、４９は非－特定ＲＢ、すなわち共通ＲＢリソースである。
【００６０】
　本発明の一実施形態において、ＵＥにより基地局から取得される制限スケジューリング
情報及び特定時間－周波数リソース構成情報の内容は、下記の３類型の内容のうちの何れ
か一つを含む。すなわち、
　最も強く干渉する隣接基地局の物理的セルＩＤまたは仮想のセルＩＤ、及び最も強く干
渉する隣接基地局の制限スケジューリング情報及び特定時間-周波数リソース構成情報;
　複数の干渉する隣接基地局の二以上の物理的セルＩＤまたは仮想のセルＩＤ、上記複数
の干渉する隣接基地局の特定時間-周波数リソース構成情報、及び上記複数の干渉する隣
接基地局のそれぞれの制限スケジューリング情報;及び
　干渉する隣接基地局の任意の物理的セルＩＤまたは仮想のセルＩＤがない特定の時間-
周波数リソース構成情報及び制限スケジューリング情報である。
【００６１】
　Ｓ１２０：端末は、干渉信号に対する情報を取得するためにスケジューリング構成情報
によって隣接セルの干渉信号を検出する。
【００６２】
　ステップＳ１２０で、ＮＡＩＣＳ受信器を有する端末は、干渉信号に対する情報を取得
するために、隣接セルのスケジューリング構成情報を用いて隣接セルの干渉信号に対する
ブラインド検出(blind detection）を実行する。
【００６３】
　本発明の一実施形態にしたがって、ＵＥは下記の三つの方式で隣接セルの干渉信号に対
する情報を検出する。すなわち、
　ＵＥにより基地局から取得される制限スケジューリング情報及び特定時間-周波数リソ
ース構成情報の内容が、最も強く干渉する隣接基地局の一つの物理的セルＩＤまたは仮想
のセルＩＤ、また、上記最も強く干渉する隣接基地局の特定時間-周波数リソース構成情
報及び制限スケジューリング情報を含むと、ＵＥは最も強く干渉する隣接基地局のみの干
渉信号に対する情報を検出する;
　ＵＥにより基地局から取得される制限スケジューリング情報及び特定時間-周波数リソ
ース構成情報の内容が、複数の干渉する隣接基地局の二以上の物理的セルＩＤまたは仮想
のセルＩＤ、上記複数の干渉する隣接基地局の特定時間-周波数リソース構成情報、及び
上記複数の干渉する隣接基地局のそれぞれの制限スケジューリング情報を含むと、ＵＥは
、一つまたは複数の干渉する隣接基地局の干渉信号に対する情報を選択的に検出すること
もできる;また
　ＵＥにより基地局から取得される制限スケジューリング情報及び特定時間-周波数リソ
ース構成情報の内容が干渉する隣接基地局の何れかの物理的なセルＩＤまたは仮想のセル
ＩＤ無しに、単に特定時間-周波数リソース構成情報及び制限スケジューリング情報だけ
を含むと、ＵＥは、全ての基地局の特定時間-周波数リソース構成情報及び制限スケジュ
ーリング情報が同一であると見なし、一つまたは複数の干渉する隣接基地局を選択してそ
のサービング基地局の特定時間-周波数リソース構成情報及び制限スケジューリング情報
を利用することによって干渉信号に対する情報を検出する。
【００６４】
　Ｓ１３０：端末は、干渉信号に対する情報を用いて上記検出された干渉信号に対する干
渉除去及び/または干渉抑制を実行する。
【００６５】
　ステップＳ１３０で、ＮＡＩＣＳ受信器を有する端末は、隣接セルの干渉信号に対する
上記検出された情報を用いて干渉信号上の干渉除去及び/または干渉抑制を実行すること
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で、サービングセルの信号を検出の際に、ユーザ端末の正確度が向上する。後続して、端
末は、干渉が除去及び/または抑制された受信信号に基づいて、サービングセルのＣＱＩ
、ＲＩ及びＰＭＩ情報を測定及び報告することが必要である。
【００６６】
　本発明により提供される前記した解決策によれば、サービング基地局の構成情報を読み
出すことによって、端末は、特定の時間-周波数上での隣接基地局の干渉信号のスケジュ
ーリング構成情報を取得し、隣接セルの上記取得されたスケジューリング構成情報によっ
て、端末は、上記隣接セルの干渉信号に対する情報を検出及び識別することで干渉信号に
対する除去及び/または抑制を効果的に実行する。本発明により提供される上記解決策に
よれば、隣接基地局の干渉信号に対する情報を検出する際に、ＵＥの正確性が向上し、従
って、干渉信号が除去及び/または抑制されることができ、チャンネル情報の検出正確度
及び有用な信号の復調の正確性が向上し、したがって、セル周辺部に位置したＵＥのデー
タ伝送スループットが増加する。一方、上記した方法は、基地局の間のリアルタイムの情
報交換を効果的に回避させ、基地局によりＵＥに伝送されるシグナリングオーバーヘッド
と基地局の間のシグナリングオーバーヘッドを軽減させ、またＵＥ具現の複雑性を大幅に
減らす。本発明により提供される上記した解決策によれば、ＮＡＩＣＳ受信器を有するＵ
Ｅは、制限された範囲内で干渉信号に対するブラインド検出を実行するように案内される
ことができ、さらに、ＵＥは、所定の時間-周波数リソース及びスケジューリング関連パ
ラメータ範囲内でブラインド検出を実行することだけが必要であるため、ＵＥ具現の複雑
性は大きく軽減し、ＵＥの電力消費もまた減少する。その上、本発明により提供される前
述した解決方法によれば、既存のシステムに対してほとんど変更される必要はなく、した
がって、システムの互換性が影響を受けることなく、その具現は簡単で効率的である。
【００６７】
　端末側面の方法に対応するように、本発明の一実施形態は、ネットワーク側面の干渉信
号を処理する方法を提供する。すなわち、
　一つのセルに対して第１の特定時間-周波数リソースで周期的なスケジューリング構成
情報を基地局により構成し、上記第１の特定時間-周波数リソースで周期的なスケジュー
リング構成情報を隣接基地局に伝送し、上記隣接基地局により送信された第２の特定時間
-周波数リソースで周期的なスケジューリング構成情報を受信するステップと、
　上記第２の特定時間-周波数リソースで隣接セルの周期的なスケジューリング構成情報
を上記基地局により端末に伝送するステップと、及び
　上記基地局により、上記第１の特定時間-周波数リソース上でデータを上記スケジュー
リング構成情報にしたがって上記端末に伝送するステップとを含む干渉信号を処理するネ
ットワークアシストの方法を提供する。
【００６８】
　図６に図示されるように、図６は、本発明の一実施形態による基地局側面での干渉信号
を処理するために端末をサポートするための方法のフローチャートであり、下記のステッ
プを含む。
【００６９】
　Ｓ２１０：基地局は、ある一つのセルに対して第１の特定時間-周波数リソース上の周
期的なスケジューリング構成情報を構成し、上記第１の特定時間-周波数リソースでの周
期的なスケジューリング構成情報を隣接基地局に送信し、上記隣接基地局により送信され
た第２の特定時間-周波数リソースでの周期的なスケジューリング構成情報を受信する。
【００７０】
　ステップＳ２１０で、特定時間-周波数リソースは、特別に予約されたサブフレーム（
ＳＦ）及びリソースブロック(ＲＢ）を示す。特定時間-周波数リソース上で、ＵＥは隣接
セルの所定のスケジューリング構成情報内で隣接セルの干渉信号を検出することのみが必
要である。
【００７１】
　本発明の一実施形態として、特定時間-周波数リソースの構成方法は、各基地局に対し
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て同一の時間ドメインリソースを構成することである。
【００７２】
　図２に図示されるように、本発明の他の実施形態による干渉信号を処理するための方法
において、基地局により使用される同一の特定時間-周波数リソース(サブフレーム）の分
割に対する概略的な図面が示される。図２を参照して下記で説明する。
【００７３】
　三個のセルを例にすると、その三個のセルは、それぞれのサブフレームセット（Ｓ１＿
ａｆｓ、Ｓ２＿ａｆｓ及びＳ３＿ａｆｓ）で構成され、そのサブフレームセット（Ｓ１＿
ａｆｓ、Ｓ２＿ａｆｓ及びＳ３＿ａｆｓ）を特定サブフレームリソースとして使用する。
ここで、Ｓ１＿ａｆｓ、Ｓ２＿ａｆｓ及びＳ３＿ａｆｓは、完全に同一である。
【００７４】
　本発明の一実施形態として、特定時間-周波数リソースの他の構成方法は、各基地局に
対して相異なる時間-周波数サブフレームリソースを構成することである。
【００７５】
　図３に図示されるように、本発明のまた他の実施形態による干渉信号を処理するための
方法において、基地局により使用される相異なる特定時間-周波数リソース(サブフレーム
）の分割に対する概略的な図面が示される。図３を参照して下記で説明する。
【００７６】
　三個のセルを例にすると、その三個のセルは、それぞれのサブフレームセット（Ｓ１＿
ａｆｓ、Ｓ２＿ａｆｓ及びＳ３＿ａｆｓ）で構成され、そのサブフレームセット（Ｓ１＿
ａｆｓ、Ｓ２＿ａｆｓ及びＳ３＿ａｆｓ）を特定サブフレームリソースとして使用する。
ここで、Ｓ１＿ａｆｓ、Ｓ２＿ａｆｓ及びＳ３＿ａｆｓは完全に同一ではない。
【００７７】
　本発明の一実施形態として、特定時間-周波数リソースの他の構成方法は、各基地局に
対して同一の周波数ドメインリソースを構成することである。
【００７８】
　図４に図示されるように、本発明の他の実施形態による干渉信号を処理するための方法
において、基地局により使用される同一の特定時間-周波数リソース(ＲＢs）の分割に対
する概略的な図面が示される。後述する説明は図４を参照して提供される。
【００７９】
　三個のセルを例にすると、その三個のセルはそれぞれのＲＢセット（Ｒ１＿ａｆｓ、Ｒ
２＿ａｆｓ及びＲ３＿ａｆｓ）で構成され、またそのＲＢセット（Ｒ１＿ａｆｓ、Ｒ２＿
ａｆｓ及びＲ３＿ａｆｓ）を特定ＲＢリソースとして使用する。ここで、Ｒ１＿ａｆｓ、
Ｒ２＿ａｆｓ及びＲ３＿ａｆｓは完全に同一である。
【００８０】
　本発明の一実施形態として、特定時間-周波数リソースの他の構成方法は各基地局に対
して相異なる周波数ドメインＲＢリソースを構成することである。
【００８１】
　図５に図示されるように、本発明の他の実施形態による干渉信号を処理するための方法
において、基地局により使用される相異なる特定時間-周波数リソース(ＲＢs）の分割に
対する概略的な図面が示される。後述する説明は図５を参照して提供される。
【００８２】
　三個のセルを例にすると、その三個のセルはそれぞれのＲＢセット（Ｒ１＿ａｆｓ、Ｒ
２＿ａｆｓ及びＲ３＿ａｆｓ）で構成され、またそのＲＢセット（Ｒ１＿ａｆｓ、Ｒ２＿
ａｆｓ及びＲ３＿ａｆｓ）を特定ＲＢリソースとして使用する。ここで、Ｒ１＿ａｆｓ、
Ｒ２＿ａｆｓ及びＲ３＿ａｆｓは完全に同一ではない。
【００８３】
　したがって、本発明により提供される技術的な解決方案において、複数の隣接セルの第
２の特定時間-周波数リソースは同一であるか相異なり、また第１の特定時間-周波数リソ
ースは第２の特定時間-周波数リソースと同一であるか又は相異する。



(15) JP 2017-508366 A 2017.3.23

10

20

30

40

50

【００８４】
　この過程で、スケジューリング構成情報は、 特定時間-周波数リソース上のみで制限ス
ケジューリング(constraint scheduling）を実行することができることを表す。すなわち
、スケジューラは、特定時間-周波数リソース上で予め設定された範囲内で変調方式、伝
送モード、ランクインジケータ、プレコーディングマトリックスインジケータ、ＵＥ－特
定復調参照シンボル及びダウンリンク伝送電力などを使用することができる。
【００８５】
　この過程で、制限スケジューリングにより予め設定された範囲内に制限された変調方式
は、基地局が低レベル変調方式、例えば、ＱＰＳＫ及び１６ＱＡＭで特定時間-周波数リ
ソース上でスケジューリングを実行する必要があることを示す。
【００８６】
　この過程で、制限スケジューリングにより予め設定された範囲内で制限された伝送方式
は、基地局が通信標準で既に定義された一つまたは複数の特定の伝送モード、例えば、Ｔ
Ｍ４及びＴＭ３で特定時間-周波数リソースでスケジューリングを実行する必要があるこ
とを表す。
【００８７】
　この過程で、制限スケジューリングにより予め設定された範囲内で制限されたランクイ
ンジケータは、基地局がより低いランク、例えば、ＲＩ＝１を用いて特定時間-周波数リ
ソースでスケジューリングを実行する必要があることを表す。
【００８８】
　この過程で、制限スケジューリングにより予め設定された範囲内で制限されたプレコー
ディングマトリックスインジケータは、プレコーディングのための制限された選択の範囲
、例えば、４個の送信アンテナポートを有するシステムでＰＭＩ＝｛１、５、９、１３｝
を示す。
【００８９】
　この過程で、制限スケジューリングにより予め設定された範囲内で制限された特別な復
調参照シンボルは、ＵＥ－特定の変調参照シンボルシーケンスに対して制限された選択の
範囲を示し、例えば、ｎ＿ＳＣＩＤは０であるかまたは、そのポート数はＴＭ９で７であ
る。
【００９０】
　この過程で、上記制限スケジューリングにより予め設定された範囲内で制限された伝送
電力は、基地局がより高い伝送電力を使用して特定時間-周波数リソース上でスケジュー
リングを実行する必要があるということを示すが、例えば、ダウンリンク伝送電力と関連
付けられるパラメータＰＡは＋３ｄＢに設定されることを表す。
【００９１】
　本発明の一実施形態として、制限スケジューリング情報の構成方法は、各基地局に対し
て同一の制限スケジューリング情報を構成することである。予約されたサブフレームセッ
トで各基地局のスケジューリングは下記の条件を満足する。すなわち、
　低レベル変調方式で、選択的な変調方法のセットは｛ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ｝であり、
　選択的な伝送モードのセットは｛ＴＭ４、ＴＭ３｝であり、
　より低いランクを利用することによって、選択的なＲＩのセットは｛ＲＩ＝１｝であり
、
　例えば、４個の送信アンテナポートを有するシステムで予め設定された範囲内でプレコ
ーディングを使用することによって、選択的なＰＭＩのセットは｛１、５、９、１３｝で
あり、また
　より高い伝送電力を使用することによって、ダウンリンク伝送電力と関連付けられるパ
ラメータＰＡの選択の範囲は｛２ｄＢ、３ｄＢ｝である。
【００９２】
　本発明の一実施形態として、制限スケジューリング情報の他の構成方法は、各基地局に
対して相異なる制限スケジューリング情報を構成することである。二つの基地局を例にす
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ると、予約されたサブフレームセットで第１基地局のスケジューリングは下記の条件を満
足する。すなわち
　低レベル変調方式で、選択的な変調方法のセットは｛ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ｝であり、
　選択的な伝送モードのセットは｛ＴＭ４、ＴＭ３｝であり、
　より低いランクを利用することによって、選択的なＲＩのセットは｛ＲＩ＝１｝であり
、
　例えば、４個の送信アンテナポートを有するシステムで予め設定された範囲内でプレコ
ーディングを使用することによって、選択的なＰＭＩのセットは｛１、５、９、１３｝で
あり、また
　より高い伝送電力を使用することによって、ダウンリンク伝送電力と関連付けられるパ
ラメータＰＡの選択の範囲は｛２ｄＢ、３ｄＢ｝である。
【００９３】
　予約されたサブフレームセットで第２基地局のスケジューリングは下記の条件を満足す
る。すなわち、
　低レベル変調方式で、選択的な変調方法のセットは｛ＱＰＳＫ｝であり、
　選択的な伝送モードのセットは｛ＴＭ４｝であり、
　より低いランクを利用することによって、選択的なＲＩのセットは｛ＲＩ＝１｝であり
、
　例えば、４個の送信アンテナポートを有するシステムで、予め設定された範囲内でプレ
コーディングを使用することによって、選択的なＰＭＩのセットは｛１、５、９、１３｝
であり、また
　より高い伝送電力を使用することによって、ダウンリンク伝送電力と関連付けられるパ
ラメータＰＡの選択の範囲は｛３ｄＢ｝である。
【００９４】
　本発明の一実施形態として、特定の時間-周波数リソースに対する一指示方法は、ビッ
トマップ方式で時間周期内で予約を表示することである。例えば、４０ｍｓサイクル内で
各サブフレームの構成に該当する４０ビットが使用される。該当するビットが１であれば
、そのサブフレームは、特定のサブフレームリソースであることが指示され、該当するビ
ットが０であれば、そのサブフレームは非-特定サブフレームリソース、すなわち共通サ
ブフレームリソースであることが指示される。例えば、上記ビットマップは、既存のｅＩ
ＣＩＣ／ＦｅＩＣＩＣ技術でＡＢＳサブフレームを構成するための方法を示すこともでき
る。
【００９５】
　特定時間-周波数リソースに対する他の指示方法は、開始サブフレームオフセット、特
定サブフレーム等の数及びサイクル長さにより時間周期内で予約を表示することである。
例えば、サイクル長さが４０ｍｓであり、開始サブフレームオフセットは０であり、また
特定サブフレームの数が３であれば、サブフレーム０、１及び２は毎４０ｍｓサイクル内
で特定のサブフレームリソースであり、他のサブフレーム３、４、…、３９は、非－特定
サブフレームリソース、すなわち共通サブフレームリソースであることが指示される。
【００９６】
　本発明の一実施形態として、特定の時間-周波数リソースに対する他の指示方法は、ビ
ットマップ方式でシステムの帯域幅内で各ＲＢの予約を表示することである。例えば、１
０Ｍのシステム帯域幅が各々５０ＲＢの構成に該当する５０ビットの情報を使用し、該当
するビットが１であれば、そのＲＢは、特定のＲＢリソースであることが指示され、該当
するビットが０であれば、そのＲＢは、非-特定ＲＢリソース、すなわち共通ＲＢリソー
スであることが指示される。
【００９７】
　本発明の一実施形態として、特定の時間－周波数リソースに対する他の指示方法は、開
始ＲＢ番号及び特定ＲＢの数によりシステム帯域幅内で予約を表示することである。例え
ば、１０Ｍのシステム帯域幅内で開始ＲＢ番号が０であり、また特定ＲＢの数が５であれ
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ば、そのシステムの５０ＲＢのうちでＲＢ０、１、２、３及び４は、特定のＲＢリソース
がであり、ＲＢ５、６、…、４９は、非－特定(non-specific)ＲＢ、すなわち共通ＲＢリ
ソースである。
【００９８】
　特定時間-周波数リソース構成情報及び制限スケジューリング情報のセミスタティック(
semi-static)交換は、Ｘ２インターフェースまたはＳ１インターフェースを通して基地局
間で実行される。
【００９９】
　Ｓ２２０：基地局は、第２の特定時間-周波数リソース上の隣接セルの周期的なスケジ
ューリング構成情報を端末に伝送する。
【０１００】
　ステップＳ２２０で、端末により報告される干渉信号を処理する能力を予め受信するこ
とによって、基地局は端末に対して、該当する特定時間-周波数リソース情報及び特定ス
ケジューリング構成情報を構成するか否かを決定し、それに応じてその端末に対して適切
な特定時間-周波数リソース情報及び特定スケジューリング構成情報を選択及び構成する
こともできる。例えば、端末は、それがＴＭ３及びＴＭ４のような一つまたは複数の伝送
モードで干渉検出をサポートするか否かを報告することもできる。例えば、端末は、それ
が６４ＱＡＭまたは１６ＱＡＭのような一つまたは複数の変調方式で干渉検出をサポート
するか否かを報告することもでき、また、端末は、それがＲＩ＝２を有する干渉検出をサ
ポートするか否かを報告することもできる。基地局は、干渉信号を処理するための端末の
能力にしたがって、特定時間-周波数リソースで隣接セルの符合する周期的スケジューリ
ング構成情報を選択し、したがって、端末は干渉信号をより適切に処理する。
【０１０１】
　本発明の一実施形態として、特定時間-周波数リソース上での隣接セルの周期的なスケ
ジューリング構成情報を端末に、基地局により伝送する動作は、第２の特定時間-周波数
リソースの一部または全部で隣接セルの周期的なスケジューリング構成情報を端末に、基
地局により、伝送する動作を含む。
【０１０２】
　特に、ステップＳ２２０で、基地局は、実際のスケジューリング条件にしたがって端末
に対して隣接セルでの特定時間－周波数リソースの一部または全部を選択し、端末に報告
することもできる。例えば、一端末の隣接セルがサブフレーム０、１及び２を特定時間－
周波数リソースとして構成し、サービング基地局は、サブフレーム｛０、１、２｝のうち
の一つまたは複数のサブフレームをその端末の特定時間－周波数リソースとして選択し、
その次に上記端末に報告することもできる。
【０１０３】
　ステップＳ２２０で、基地局は、特定時間-周波数構成情報及び制限スケジューリング
情報を該当基地局下の周辺部ＵＥに伝送することもでき、デコーディング性能を向上させ
る。基地局は、該当基地局下の周辺部ＵＥを決定し、それぞれの周辺部ＵＥの干渉する隣
接基地局を決定し、また干渉する隣接基地局の制限スケジューリング情報と特定時間-周
波数リソース構成情報に対して周辺部ＵＥに報告する。
【０１０４】
　この過程で、セル周辺部ＵＥ及び干渉する該当基地局の決定は、ＵＥにより報告される
サービング基地局の参照信号受信電力(reference signal received power：ＲＳＲＰ)ま
たは参照信号受信品質(reference signal received quality：ＲＳＲＱ)によって実行さ
れる。例えば、干渉基地局とサービング基地局との間のＲＳＲＰ／ＲＳＲＱ差が閾値より
小さいと、ＵＥは、セル周辺部ＵＥとして決定され、また上記した該当する干渉基地局は
干渉基地局として決定される。
【０１０５】
　図７で図示されるように、ＵＥ１及びＵＥ２は、セル１に位置し、ＵＥ３及びＵＥ４は
セル２に位置し、またＵＥ５及びＵＥ６はセル３に位置することと見なされる。上記した
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方法によれば、ＵＥ１及びＵＥ３は、周辺部(edge)ＵＥとして決定されることもでき、Ｕ
Ｅ２、ＵＥ４、ＵＥ５及びＵＥ６は、非-周辺部(non-edge)ＵＥとして決定されることも
でき、ＵＥ１の干渉する隣接基地局は、ＢＳ２として決定され、またＵＥ３の干渉する隣
接基地局はＢＳ３として決定されることもできる。
【０１０６】
　この過程で、基地局は、放送シグナリングまたは無線リソース構成（ＲＲＣ）メッセー
ジを通して、そのＵＥの干渉する隣接基地局の制限スケジューリング情報と特定時間-周
波数リソース構成情報をこのような周辺部ＵＥに報告し、周辺部ＵＥにＮＡＩＣＳ受信器
を使用することを報告する。
【０１０７】
　本発明の一実施形態として、基地局は下記の方式のうちの何れか一つにより制限スケジ
ューリング情報と特定時間-周波数リソース構成情報の内容をＵＥに報告することもでき
る。すなわち、
　基地局は、最も強く干渉する隣接基地局の一つの物理的セルＩＤまたは仮想のセルＩＤ
、及びその最も強く干渉する隣接基地局の制限スケジューリング情報と特定時間-周波数
リソース構成情報をＵＥに報告する;
　基地局は、複数の干渉する隣接基地局のうちの二以上の物理的セルＩＤまたは仮想のセ
ルＩＤ、及び上記複数の干渉する隣接基地局の特定時間-周波数リソース構成情報、及び
上記複数の干渉する隣接基地局のそれぞれの制限スケジューリング情報をＵＥに報告する
。また、
　基地局は、干渉する隣接基地局の物理的セルＩＤまたは仮想のセルＩＤなしに、特定時
間-周波数リソース構成情報及び制限スケジューリング情報のみに対してＵＥに報告する
。
【０１０８】
　Ｓ２３０：基地局は、第１の特定時間-周波数リソース上で、データをスケジューリン
グ構成情報にしたがって端末に伝送する。
【０１０９】
　ステップＳ２３０で、基地局のスケジューラは、該当基地局下の周辺部ＵＥによるスケ
ジューリングを実行し、好ましくは、該当周辺部ＵＥの干渉する隣接基地局の特定時間-
周波数リソース上でスケジューリングを実行し、また、スケジューリング情報は、干渉除
去及び/または抑制に基づく周辺部ＵＥにより報告されるＭＣＳ、ＲＩ、ＰＭＥに対する
情報である。しかし、自分の特定時間-周波数リソース上での基地局のスケジューリング
は、単純に制限スケジューリングであり、すなわち、スケジューリングされたＭＣＳ、Ｒ
Ｉ、ＰＭＩは任意の範囲内のみで選択される。
【０１１０】
　ここで、相異なる特定サブフレームリソースで構成された各基地局を例にして、制限ス
ケジューリングに対してさらに説明する。
【０１１１】
　基地局とＵＥの分布が図７に図示され、また特定サブフレームリソースの構成が図３に
示される。ＢＳ１は、好ましくはＢＳ２の特定時間-周波数リソース(図３でＳ２＿ａｆｓ
に該当するセル１のリソース）でＵＥ１をスケジューリングし、ＵＥ２は、全てのリソー
ス上でスケジューリングされる。同様に、ＢＳ２は、ＢＳ３の特定時間－周波数リソース
（Ｓ３＿ａｆｓに該当するセル２のリソース）でＵＥ３をスケジューリングし、ＵＥ４は
、全てのリソース上でスケジューリングされる。また、ＢＳ３は、全てのリソース上でＵ
Ｅ５及びＵＥ６をスケジューリングすることができる。一方、ＢＳ１スケジューラは、リ
ソースＳ１＿ａｆｓ上のみで制限スケジューリングが実行可能であり、ＢＳ２スケジュー
ラは、リソースＳ２＿ａｆｓ上のみで制限スケジューリングが実行可能であり、またＢＳ
３スケジューラは、リソースＳ３＿ａｆｓ上のみで制限スケジューリングが実行可能であ
る。
【０１１２】
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　本発明により提供される上記した解決策によれば、隣接基地局の干渉信号に対する情報
を検出する際に、ＵＥの正確性が向上し、従って、干渉信号が除去及び/または抑制され
ることができ、チャンネル情報の検出正確度及び有用な信号の復調の正確性が向上し、し
たがって、セル周辺部のＵＥのデータ伝送スループットが増加する。一方、上記した方法
は、基地局の間のリアルタイムの情報交換を効果的に回避するようにして、基地局により
ＵＥに伝送されるシグナリングオーバーヘッドと基地局の間のシグナリングオーバーヘッ
ドを軽減させ、またＵＥ具現時の複雑性を大幅に減らす。その上、本発明により提供され
る上記した解決方法によれば、既存のシステムに対してほとんど変更される必要がないた
め、システムの互換性が影響を受けることなく、その具現は簡単で効率的である。
【０１１３】
　上記方法に対応するように、本発明の実施形態は干渉信号を処理するための端末装置(t
erminal equipment)を提供する。図８に図示されるように、本発明の一実施形態による端
末装置の構成図が示される。上記した端末装置２００は、受信モジュール２１０、検出モ
ジュール２２０及び処理(プロセシング)モジュール２３０を含む。
【０１１４】
　受信モジュール２１０は、特定時間-周波数リソース上の隣接セルの周期的なスケジュ
ーリング構成情報を取得するために基地局により送信される構成情報を受信するように構
成される。
【０１１５】
　検出モジュール２２０は、上記スケジューリング構成情報にしたがって隣接セルの干渉
信号を検出し、その干渉信号に対する情報を取得するように構成される。
【０１１６】
　また、処理モジュール２３０は、上記干渉信号に対する情報を用いて上記検出された干
渉信号上の干渉除去及び/または干渉抑制を実行するように構成される。
【０１１７】
　本発明の一実施形態において、受信モジュール２１０により取得される特定時間-周波
数リソースは、特定サブフレームリソース及び/または特定リソースブロックリソースを
含む。
【０１１８】
　本発明の一実施形態において、受信モジュール２１０により取得される周期的なスケジ
ューリング構成情報は、予め設定された範囲内で下記の構成情報のうちの一つまたは複数
を制限するための周期的に反復される制限スケジューリング情報である。すなわち、
　変調方式、伝送モード、ランクインジケータ、プレコーディングマトリックスインジケ
ータ、ＵＥ－特定復調参照シンボル及びダウンリンク伝送電力である。
【０１１９】
　本発明の一実施形態において、受信モジュール２１０は、基地局により送信される構成
情報を受信するように構成され、また受信モジュール２１０は、上記構成情報を読み出す
ために基地局により伝送される無線リソース構成（ＲＲＣ）メッセージまたは放送シグナ
リングを受信するように構成される。
【０１２０】
　本発明の一実施形態において、受信モジュール２１０は、特定時間-周波数リソース上
の隣接セルの周期的なスケジューリング構成情報を取得するために、基地局により送信さ
れる無線リソース構成（ＲＲＣ）メッセージまたは放送シグナリングを周期的に受信する
ように構成される。
【０１２１】
　本発明の一実施形態において、受信モジュール２１０は、下記の方式のうち一つで上記
した特定時間-周波数リソースを識別するように構成される。すなわち、
　ビットマップ、開始サブフレームオフセット、または開始リソースブロック番号である
。
【０１２２】
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　本発明の一実施形態において、上記端末装置は、基地局が端末装置２００に対して特定
時間-周波数リソース上で隣接セルの周期的スケジューリング構成情報を選択するように
、基地局に干渉信号を処理する能力を伝送するように構成された送信モジュール２４０(
図８には図示せず）をさらに含むことができる。
【０１２３】
　本発明により提供される上記した解決策によれば、隣接基地局の干渉信号に対する情報
を検出する際に、ＵＥの正確性が向上し、従って、干渉信号が除去及び/または抑制され
ることができ、チャンネル情報の検出正確度及び有用な信号等の復調の正確性が向上して
、したがってセル周辺部のＵＥのデータ伝送スループットが増加する。一方、本発明によ
り提供される端末装置によれば、基地局の間のリアルタイム情報交換が効果的に回避され
、基地局によりＵＥに伝送されるシグナリングオーバーヘッドと基地局の間のシグナリン
グオーバーヘッドを軽減させ、またＵＥ具現時の複雑性を大幅に減らす。本発明により提
供される上記した解決策によれば、ＮＡＩＣＳ受信器を有するＵＥは、制限された範囲内
で干渉信号に対するブラインド検出を実行するように案内されることができ、さらに、Ｕ
Ｅは、 所定の時間-周波数リソース及びスケジューリング関連パラメータ範囲内でブライ
ンド検出を実行することだけが必要になり、したがってＵＥ具現の複雑性は大きく軽減さ
れ、ＵＥの電力消費もまた減少される。その上、本発明により提供される上記した解決方
法によれば、既存のシステムに対してほとんど変更される必要がないため、システムの互
換性が影響を受けることなく、その具現は簡単で効率的である。
【０１２４】
　上記方法と対応するように、図９に図示されるように、本発明の一実施形態による基地
局装置(base station equipment）の構成図が示される。基地局装置１００は、リソース
構成モジュール１１０、送信モジュール１２０及び受信モジュール１３０を含む。
【０１２５】
　特に、リソース構成モジュール１１０は、ある一つのセルに対して第１の特定時間-周
波数リソース上での周期的なスケジューリング構成情報を構成するように構成される。
【０１２６】
　受信モジュール１３０は、隣接基地局により送信された第２の特定時間-周波数リソー
ス上での周期的なスケジューリング構成情報を受信するように構成される。
【０１２７】
　また送信モジュール１２０は、上記第２の特定時間-周波数リソース上での隣接セルの
周期的スケジューリング構成情報を端末に伝送するように、また上記第１の特定時間-周
波数リソース上でスケジューリング構成情報によってデータを端末に伝送するように構成
される。
【０１２８】
　本発明の一実施形態において、上記した特定時間-周波数リソースは、特定サブフレー
ムリソース及び/または特定リソースブロックリソースを含む。
【０１２９】
　本発明の一実施形態において、リソース構成モジュール１１０により構成される第１の
特定時間-周波数リソースは、第２の特定時間-周波数リソースと同一であるか又は相異す
る。
【０１３０】
　本発明の一実施形態において、リソース構成モジュール１１０により構成される周期的
スケジューリング構成情報は、予め設定された範囲内で下記の構成情報のうちの一つまた
は複数を制限するために周期的に反復される制限スケジューリング情報である。すなわち
、
　変調方式、伝送モード、ランクインジケータ、プレコーディングマトリックスインジケ
ータ、ＵＥ－特定復調参照シンボル及びダウンリンク伝送電力である。
【０１３１】
　本発明の一実施形態において、送信モジュール１２０は、第２の特定時間-周波数リソ
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ース上で隣接セルの周期的スケジューリング構成情報を端末に伝送するように構成され、
送信モジュール１２０は、無線リソース構成（ＲＲＣ）メッセージまたは放送シグナリン
グを通して端末に第２の特定時間-周波数リソース上のスケジューリング構成情報を送信
するように構成される。
【０１３２】
　本発明の一実施形態において、リソース構成モジュール１１０は、下記の方式のうちの
一つで第２の特定時間-周波数リソースを表示するように構成される。すなわち、
　ビットマップ、開始サブフレームオフセット、または開始リソースブロック番号である
。
【０１３３】
　本発明の一実施形態において、受信モジュール１３０は、端末により送信された干渉信
号を処理する能力を受信するように構成され、また、リソース構成モジュール１１０は、
端末に対して、上記した処理能力にしたがって第２の特定時間-周波数リソース上での隣
接セルの周期的なスケジューリング構成情報を選択するように構成される。
【０１３４】
　本発明の一実施形態において、送信モジュール１２０は、第２の特定時間-周波数リソ
ースの一部または全部で隣接セルの周期的スケジューリング構成情報を端末に伝送するよ
うに構成される。
【０１３５】
　本発明により提供される基地局によれば、隣接基地局の干渉信号に対する情報を検出す
る際に、ＵＥの正確性が向上し、従って、干渉信号が除去及び/または抑制されることが
でき、チャンネル情報の検出正確度及び有用な信号の復調の正確性が向上し、またセル周
辺部のＵＥのデータ伝送スループットが増加する。一方、本発明により提供される端末装
置によれば、基地局の間のリアルタイム情報交換が効果的に回避され、基地局によりＵＥ
に伝送されるシグナリングオーバーヘッドと基地局の間のシグナリングオーバーヘッドを
軽減させ、またＵＥ具現時の複雑性を大幅に減らす。その上、本発明により提供される上
記した解決方法によれば、既存のシステムに対してほとんど変更がなされる必要がなく、
これでシステムの互換性が影響を受けることがなく、その具現は簡単で効率的である。
【０１３６】
　当業者であれば、前述した実施形態での方法の過程の全部または一部はプログラムによ
り指示される関連ハードウェアにより具現され得ることを理解すべきである。上記したプ
ログラムは、コンピュータで読出可能な保存媒体に保存されても良い。そのプログラムが
実行される時、上記した実施形態での方法の過程のうちの一つまたはそれらの組合が実行
される。
【０１３７】
　付加的に、本発明の各実施形態において機能的なユニットは、処理(プロセシング)モジ
ュールで集積され得るか、相互物理的に独立型でなされるか、または二つまたは複数のユ
ニットにより一つのモジュールで集積され得る。集積型モジュールは、ハードウェアまた
はソフトウェア機能モジュールで具現されても良い。集積型モジュールがソフトウェア機
能モジュールの形態で具現されるか、独立された製品として販売または使用されるであれ
ば、その集積型モジュールはコンピュータで読出可能な保存媒体に保存されることができ
る。
【０１３８】
　前述した保存媒体は、読出専用メモリ（ＲＯＭ）、磁気ディスクまたは光学ディスクな
どであり得る。
【０１３９】
　前述した説明は、本発明の実施形態の一部である。当業者であれば本発明の精神から逸
脱せずに多様な改良と変形を加えることができ、このような改良と変形もまた本発明の保
護範囲に属するとみなされるべきである。
【符号の説明】
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【０１４０】
１００　基地局装置
１１０　リソース構成モジュール
１２０　送信モジュール
１３０　受信モジュール
２００　端末装置
２１０　受信モジュール
２２０　検出モジュール
２３０　処理モジュール

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】
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【国際調査報告】
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